























範としての勧告的意味付けを見る部分(13: 12 17) とを区別し，前者
の方により深い意味があるとしてきた'。特に，一部の解釈者はイエス
｣R. Bultmann,""a'""gL""畑〃“ﾙﾉｲﾉﾙ""""(KFK4; 10.Aun. jGcttin
gen:Valldenh()cck&Ruprecht, 1941) 351 365;C.H.Dodd, 1ｿIEIｶﾒﾋﾉか芯/""(〕〃
(｣／〃『(）戯"〃"IG)sPcI (Cambridge:CambridgeUniversityPress｣953) 401
402;M.E.BoiSmard, "Lelavementdespieds, '' ノWg71 （1964） 5－24；G・Rich
lefD/EFW"""f･ﾙ""g/"7ﾙﾉﾉrα""““”Jgf""j〃 (Regensburgz lJustet, 1967)













て， 副食事(の席)から立ち上がり，服を脱いで， タオルを腰に巻く。 5そ
れから，水をたらいに注いで弟子たちの足を洗って，腰に巻いていた
DullbleDay, 1968-69) 2. 548572;ID.GI)uI''L #:TheWashing(]fthcDisci
plegFeet inlohn l3｣20, '' ZNII' 61 (197{)) 247252:C.K. Barrett, 7ｿ"
(JDSpL/""ｲ"ぴ/"g〃/(Jﾙ〃 (Lo]1do11 ; SPCK, 1978) 435445*A.Hultgren, "The
johanllineFo(Jtwashing (13.1 11) asSymbDI ()fEschatologicalHDspitality, ' '
N7IS28 (1982) 539546;F.F.Segovia, "John13,1-21) :TheFDotwashingin
thejohannineTradition,'' ZIVW73 (1982) 4849iR.SchnaCkenburg,D(M$
ん〃"""""""g(J"r"〃 (4Bde;F1･eiburg: llerder｣96485) 3632;D.A. Car
s(m,71/i(/C(]SI)f/"､"ﾉT//"gルルル〃 (GrandRapids:Eerdmans, 1991) 458472;
J. C. Thumas. JTbi)/i"ざ/""且 ノ〃ん/"z /3""‘〃IEJ ICAα""〃IcC,"""""〃1’
(JSNTSL1p61 : ShC価eld: JSOT, 1991) 8788;HRidderbDs, T/J['GDSpc/ q/
/ひわJ (Grand Rapids;EerdmanS, 1997) 457466;K. Wengst, D(zs ﾉﾘﾙα〃
〃〔,s“f"狸f/""〃 (2Bde; Sstuttgart :K()hlhammer, 2001) 2.86 1(10IH.Thyen
D(淵ノ｡〃"""“(:“"gど"""J (HbNTl6;Tiibingerl :MohrSiebeck, 2005) 583
596を参照。
2HvonCflmpenhausen"ZurAL1slegungvD]1johl3,6-10､ ' 'ZjVII'' 33 (1934)
25927］はイエスの洗足行為を洗礼の象徴と解し, J.AT.RDbinson, "The
Significanceof theFr)otWashinR､ ' ! inN"/"/""""""c/Rrかた""(FSO
Cullmann; edIMC.vanUnnik; Leiden:Briil, 1962) 143 147は聖餐を象徴す
るとしている。
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福音書の後半部(13: 1-21 : 25)の冒頭にこの洗足の物語(17: 1
20)は位置している。物語の前半(1 : 1 16: 33)では神の子イエスの
この世への到来(1 : 911, 14a) とその栄光の啓示が(1 : 14b, 18; 2
II)主題であったが，後半部では， イエスがこの世を去り，天の父の
もとへ帰還する主題が中心となる(13: 1 1 16: 28; 17: l)。 この物語
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叙述する部分(13: 1 11) とその意義に関すると講話(13: 12 17) と
死の予告(13: 182())からなるアポフテグマに属する。アポフテグマ
は， イエスの行動と言葉が結合した文学形式であり，共観福音書にも
(マタ9: 1 8, 9 13; 12: 1 8;マコ2: 1-12, 13-17~ 23-28; 7: l-15;
ルカ5: 1726,2732; 6: 1 5; 19: 1-10他), ヨハネによる福音書に
も （ヨハ5: 1-47; 9: 1 41)見られる。
4． 資料と編集
この部分の根底には， イエスの洗足行為と (13: 45), その意味に
関する伝承があり (13: 12-17), これを著者はイエスが世を去り，父
のもとに帰還する物語的文脈に結び付け(13: 1,3)3．その時に， イエ
スとベトロとの会話や(13: 6-10), イスカリオテのユダの喪切りを予






















へ上って来ているということを含意しており，ヨハ13: 1 17: 26全体
の場面設定を与えているc･ヨハネによる福音書はユタ．ヤ教の祭りの祭
にイエスがエルサレムに上る姿を多く伝えている （2： 23； 4： 45； 5：
1 ; 7: 14 ; 12: 12)。ヨハネによれば， イエスは神殿の庭に集まったイ
スラエルの民衆に公に語るのを常としていた(7: 14,37)。 これに対し
』BLIltmann,352 ; Br()wI1,2.562を参鱸。尚, Bal･rett.436はこのエピソード全
体が， ルカ22： 27に雌づく福音非記攝の創作であるとしている。
3 これに対して, BLlllmann, 352は， この部分を街料に帰している。






て, 13: 1-17: 26はイエスが弟子たちだけに語り掛け(13: 1 16:
33)，鹸後に父なる神に祈っている (17: 1-26)｡
13: 1 17: 26に展開されるのは，イエスが弟子たちと共にした殿後
の晩餐の時に起こった出来事であるが， この晩餐は｢過越の祭りの前」
に行われている設定になっているので，共観福音審が描くような過越
の食事(マタ26: 1725;マコ14: 12-21;ルカ22: 7 15)とはされて
いない。 ヨハネの時間設定だと， イエスが十字架に架けられる日が共
観福音番の記述より一日早い過越の準備の日となり， イエスが過越の
子羊（出12: 2-2(), 43=50; さらに， ヨハ19: 36を参照） として屠ら




(13: 31 16: 33) と大祭司の祈り (17: 1 26)の原動力となっている。
すべての事柄には定められた時があるというのが，旧約聖書以来の基
本認識であるが（コヘ3: 1 17),第4福音評は特に，特別な出来事が
起こる時を名詞(ljpaによって表現している (2: 4; 4 : 21, 53; 5: 25,
28; 7: 30; 12: 23,27; 16: 2,25,32; 17: 1 ; 19: 27)恩。この用法は，
共観福音書における名詞K(ILp6g (時）の用法に平行する（マタ13: 3() ;
26: 18;マゴl : 15; 13: 33;ルカ21 : 8を参照)。イエスが十字架に
掛けられてこの世を去って父なる神のもとに帰る時の到来は(13: l),
7Sclll]fl[1<Enbur9,3 15 16:Carson, $161 ;Ridderbos' 459;Wengg1, 287i
1,hVe[1, 58.1,
" f'i lil il djpaリ)i譜学的分析については, BauerAlan<1, 1787I789; (i. I)elling,
‘“雌 , '' 7,ｶMW7､ 11675681 ;HGiescn, ､~dj"!""IIW7､ 31211 1214を参照。
－74
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このil l:にやって来ており （ヨハl : 9; さらに, 3: 16; 17: 18, 21, 23
も参照)，現在, 11tにあることを(1 : 10; 17: 11，113; 18: 37)前提
としている。世にあってイエスは言葉と業を通してその栄光を顕した
(1 : 14; 2 : 11 ; 11 : 4; 17: 5,22,24)。 これから． イエスは「父のも
とへと移る」が， それは， 「神のもとへと赴く」 (13: 6)ことに他なら
ない。 ヨハネによる福音書において，神は独り子なるキリストの父と
呼ばれる(1 : 14, 184 2: 16; 3: 354 5: 17-18)。神は世を愛する故に
御子を世に逓わしたが(3: 16-17; 17: 18), それは御子を信じる者が
永遠の命を得るためである(特に, 3: 16bを参照)｡御子は世にあって
は，世を照らす光の役割を演じ (1 : 45,9; 3: 1921 ; 8: 12; 9: 5;
ll : 9-1(1 ; 12: :16),父なる神を啓示した(1 : 18)。世の人々は一部を
除いて御子を受け入れなかったが(1 : 10 11),受け入れた者は永遠の
いのちを得た (1 : 12 13)｡
イエスは， 「世にある自分の者たちを愛し，最後まで愛し通した｣の
だが， 「世にある自分の者たち」とは, 1 : 1lにおける用法とは異なり，
先生が世を去った後にこの世に残されることになるイエスの弟子たち
のことを指している(17: 11) 10。 「最後まで」とは， イエスがこの世を
t'EJM()1()[1cy, 7y/(' (7"s/)['/ (1/./p/J" ~‘亜郡/ α"ｲ/C(ﾉ"/[LY/ (Lcidcn: Bri ll
211()5) 265.






したように， イエスが弟子たちを愛し (15: 9),先生であるイエスが
弟子たちを愛したので，弟子たちは互いに愛し合うように命じられる
ことになる (13: 34; 14: 15; 15: 12, 17)｡
13: 211洗足行為
2節「食事になった時」とは，後の物語の展開からすると，夕刻で




ダとは，他のところで， 「イスカリオテのユダ」 （ヨハ12: 4)と呼ばれ
るイエスの弟子と|可一人物であろう1 1．イスカリオテのユダはイエス
の十二弟子の一人であり （マタ10: 4;マコ3: 19;ルカ6: 16リ ヨハ
6： 70)， ヨハネによる福音書によれば， イエスー行の会計係を務めて
いた（ヨハ13: 29-30)。 このユダが，祭司長たちのところへ行き， イ
エスが逮捕される手引きをすることになった（マタ26: 14, 47;マコ
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しており，サタンがユダに入った結果，ユダが裏切りの行為に着手す







タンとも呼ばれ（マタ4: 10; 12: 26; 16: 23;マコl : 13; 3: 23,
26; 4: 15i 8: 33;ルカ10: 18; 1l : 18; 13: 16; 22: 3, 31 ; ヨハ
13: 27),人間を神から離反させるために唆す存在として描かれている
(マタ4 : 1 , 5. 8, 11 ; 3: 39; 25: 41 ;ルカ4: 2# 3, 5, 6, 13; 8: 12;





す行政用語である （ヨハ6: 64,71 ; 12: 4; 13: 11，21 ; 18: 2,5,3() ;
19: 11, 16; 21 : 2() ; Iコリ11 : 23を参照) |］。
’鯉 コゾ‘ 卜i濡与1本（チャコス写本）のファグシミリ版と校訂本と英訳が，解読ｿ･－
ムにより2(11)711そに公刊されている。 R.KasscI'/GWursL7ｿIE(jfJV)(/ 『リールィハハ
/i狸･ﾉﾙｿ抑"A〃〃Lf｣//4'J# "/.P(J/[ﾉ' /〃〃ﾉ"紗,′""“. ［'"‘/αB()"AJ "/､ ｣41〃"且(‘ﾉJ( 'Ai /J.｢"〃
(‘"（/‘｣IfC〃"("/〃｢/"わ〃 (Washingt()nl).C. *NationalGe()gTaphic, 2{)(17) を参
旧i
パロ 孔｡
L' BaLlc],Ali1nd, 12~12 124~1 ;EBuchsel, ! !汀apd6L6い卜上L, '' 7ｿﾉⅡⅣTZ､ 17117･1 1























を洗う水を与える習慣があり （創18: 4; 19: 2; 24: 32; 43: 24;士
14Schnackenbllrg， 3．18 19~
'5BKi)tti'1g"FuBwachung#'' IMC8 (1972) 743759: 'I､homas, 50-56を参
照。
－78























'7Ki>tting, 754 ;Thcmas, 5556､ 8687を参照。
IEDodd, 401-402; Barrett, 440;DIInn、 457462 ; I･lultgrCn, 540541 i BrDwn,





18) JP,一粒の麦の嶮え(12: 23-26)において(1() : 11-18), 自己の
自己犠牲的死を|暗示しているし，大祭司のカヤファもそのことに言及
している(11 : 50)。 また，先に見たように， この物語が世かれている
ヨハ13: 1 17: 26はイエスが弟子たちと共にした雄後の晩餐の場面
であり， イエスがこの枇を去って父なる神の下へ赴くことが冒頭に述
べられている（ヨハ13: 1 3)。イエスが弟子たちの足を洗う出来事の
描写(13: 1 2())の後には， イエスを引き渡す手引きをすることにな
るイスカリオテのユダについての記述(13: 2130)とイエスが弟子た
ちに与えた告別の説教(13: 31-16: 33) と世に残される弟子たちの一









の女性(4: 1 26), マルタ (11 : 1727), トマス (14: 5-7; 2I) : 24-
29)， マグダラのマリア(2(} : 11 17),ペトロ (13: 6 11,3638; 21 :
15-19)である。対話において語られるイエスの言葉の内容は~]う想外で
Wcl1gst, 2. 90,92R､八.Culppeper, ､&TheJ()hal''1i'1ellyp()deigm[l : ,ヘRerl[ling()f
I()hn 1:{､ ''Sど"Ic/"53 (1991) 137-]41
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はかなり異なっている （マタ4 : 1820;マコl : 1618;ルカ5: 1
11)。ペトロの本名はシメオンであり（使15: 14; I1ペトl : I) , その
ギリシア語風の発音がシモンである （マタ4： 18；マコ1 : 16;ルカ
4： 38他)2｣･ イエスは彼にアラム語でケファ（岩)という津名を付けた
が（ヨハ1 : 42; Iコリ15: 5;ガラl : 18; 2: 9, 11, 14), そのギリシ
ア語訳がペトロである（ヨハl : 42を参照)。 ヨハネによる福音書にお
いて，ペトロはシモン・ペトロと呼ばれるのが通例だが（ヨハ1 : 40;
6： 8，68; 13: 6,9,24,36; 18: 15,25他多数), 21章の復活物語では，
』リSchnackenl)LIr9, 320,
20F.VFilsoI],"Peter,"JDB3.749757 1 K,D()nfricd|#I)cler, ､ 'ABZノ5251 263
を参照。
2] BauerAland, 1319 1320;O, Cullmann､ "｡Ⅱ《てpof/Kn"5," 71/ilIW7､6.99
112;RPGsch, "n(tpcE ! ''EIIW73. 1942()1を参照。
81－－
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いる(20: 1-1())。 さらに, 21章のガリラヤ湖畔での復活.顕現物語に
おいてペトロは，復活のキリストから羊の群れを飼う務めを与えられ








理Bllltmfl'''1, 355; [)lll]n,247-252;Thomas, !)1 92は， イー瞳スの先と鯉活の催
(ヨハ21 22; 12: ]6)．特に，聖謹が到来しイエスの言菜の意味についての認識を
弟子たちにﾉjえた後(1 ~1 : 26i l6: 13) と考える。
82



















1820; 4() : 31 ; レビ15: 4 12;王上7: 38;代下4: 6; IミシュナI
"LSJ llO4-1105; BauerAland, 1024 l{125.
24HL'ltgrcn,541;Th()mas,9394は，ギリシア語名訶賑P“が，新約聖普にお
いて終末時の運命に関連して用いられることがあることから （マタ24 : 51 ネルカ
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12)。他ﾉj, |Ⅱ約聖書の中には，清さの概念を倫理化して「心の活さ」
に言及する簡所がある（創20： 56)。特に，詩24 ： 4は心の清い苦が




るものがある （イザl : 16;エレ4: 11)｡
新約時代になると， ファリサイ派が祭儀的清さを日常生活の中で徹
底しようとしているのに対して． イエスは倫理的意味での心の満さを
問題にしているので両脅の間に対立が生じた(マタ15: 1 2() ;マコ7:
1 23)。 l l l上の説教においてイエスは， 「幸いである，心が清い者は。彼




















ることを強調している （ヨハ6: 64, 71 ; 12: 4; 13: 2, 21 ; 18: 2, 2;












｢横になる」ことを意味する（マタ15: 35; 20: 28;マコ6: 40; 8: 6;
ルカl1 : 37; 14: 10; 17: 7; 22: 15; ヨハ6: 10; 13: 12)27．ギリ
BauerAland, ll7 118を参照。
86－

















13節この福音謀において，弟子たちはイエスをラビ(1 : 38, 119;
4: 31 ; 6: 25; 9: 2; 11 : 8), または， ラブニ(20: 16) と呼んでお
り， そのギリシア語訳が先生である(1 : 38; 20: 16を参照)。弟子た
ちは， イエスに語り掛ける時に，主と呼ぶことがある（ヨハ4: 11, 15，
19; 4 : 49; 5: 7他多数)。名詞KIjpLoE (主）は，第一に，身分関係を
表す言葉であり，奴隷の主人を意味する （マタ10: 24, 25; 13: 27;




5,8； ヨハ13: 16; 15: 15,20)28．第二に， この言葉は，会話の中で相
手への敬意を表す尊称として用いられることもある （ヨハ4: 11, 15,
19; 4: 49; 5: 7; 6: 34; 9: 36, 38; 11 : 21, 27, 32; 12: 21)。第三
に，七十人訳は， ヤハウェの言い換えであるヘブライ語のアドナイを
K'jpLO5 (主） と訳したので， この名詞は神に呼び掛ける言葉としても
使用される （創2 : 4, 15, 16; イザ4() : 3;詩l : 2, 6; 2: 2; 8: 1, 9
他多数)。弟子たちがイエスに（主よ）と呼び掛ける場合は，大部分の
場合は第二の用法(6: 68; 11 : 12; 13: 6, 9, 37; 14: 5, 8, 22; 20:





て先生(11 : 281 13: 13, 14; 20: 16) と弟子(2: 2, 11, 12, 17, 22;








刀jⅡⅣT3.1038 1098; 1.A.FitZmyer, ' ~KdpL･自 ~ ''EIIWT2.311→821)を参照。
88－

















して使用される（民5： 22；申27: 15, 16, 17, 18, 19,2() ;代上16: 36;
ネヘ5: 13; 8: 6他)。この用法が初期ユダヤ教にも継承され，死海写
本に同様な用例が確認される (I宗規要覧(1QS)｣L20; 2.10, 18他)。
初期キリスト教もこうした典礼的用法を継承し，頌栄句の結びにアー




ラ1 : 5; 6: 18;黙7: 12; 19: 4)｡文頭にアーメンを置くのはイエス
特有の用い方で，重要な神の言葉の告知を前に聴衆の注意を喚起する
導入定式となっている （マタ5: 18, 26; 19: 23, 28;マコ3: 28; 9:
1 ；ルカ4： 24； 23： 43)割0･ヨハネによる福音書において，文頭のアー
メンは二重になっており，さらに荘重な印象を与える（ヨハ1 : 51 ; 3;
3, 5, 11 ; 5: 19, 24, 25; 10: 1, 7; 12: 24他多数)。
16節の言葉は訣別の説教の中で再度言及され，弟子たちは記憶を呼
び起こすように促されている （ヨハ15： 20)。 16節の「僕が主人に優
ることはなく，使者が遣わした者に優ることはない」 という文章の前
半が伝える「僕が主人に優ることはない」 という句は，一種の諺とし




徒」 （マタ10: 2;マコ3: 14;ルカ6' 13; ロマI : l ; Iコリl : 1 ;
9: 1, 2; 12: 28, 29;ガラl : 1, 17, 19他） という尊称としてではな
く，一般的な「使者」 という意味で用いられている （ルカ9： 10を参
照) :弧。 「遣わした者｣という句に用いられている動訶汀印､①は， ヨハネ
福音書が好んで用いる言葉であり （ヨハ1 ： 22，33； 4： 34； 5二 23‘24，
30; 30; 6: 38, 39他), dTY60fEAAQ (ヨハl : 6, 19, 24; 3: 17, 28; 4:
”詳しくは，原LI尚彰｢アーメーンの翻訳史的考察：二つの翻訳原理の対立」iキ
リスト教史学」第51 ik (1997年) 128 135頁を参照。
31名詞dTTOcT･入･弓の詳しい語学的分析は, BauerAland,200*K.H,RengstDri,
‘‘師釦ToJLogKて入､ ''7ｿrIIWT、 1.406-446; J. A.BUhn"'､jw60ToAoE,''EWWTl342
351を参照。
－9(）
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38; 5: 33, 36, 38; 17: 3, 8他） と同様に特別な任務を与えて使者を
送り出すことを指している郷。父なる神は御子を世に遣わし (3: 17;
4 : 34; 5: 23､24.3() ; 6: 38, 39; 14: 24他),御子イエスは弟子たち







にも （マタ5: 3-12; 11 : 6; 13: 16: 16: 17; 24: 46;ルカl : 45;
6: 2023; 7: 23; 10: 23; l1 : 27, 28; 12: 37, 38; 14 : 14, 151 23:
29； ヨハ13: 17; 20: 29;使2() : 35),書簡文学にも （ロマ4 : 7, 8;
14: 22; Iコリ7: 40;ヤコl : 12,25; Iペト3: 14; 4: 14),黙示文
学にも見られる （黙1 : 3; 14 : 13; 16: 15; 19: 9; 20: 6; 22: 7,
14)忽4．
狸名詞而印両いり)詳しい語学的分析は． BEluCl･Aいnd, 211() ;K II RC]哩鵠t()I･f!
‘‘而印TT(,),'' r/ﾉ 1IW7, 1.406446市ⅡRi[t, ､､T"T(J! '' ﾉﾀⅡⅣ7, 3､ 160 162を琴蠅｡
33旧約・ユダヤ教における幸いの宣言の詳しい分析については，原I」尚彰
｢4Q185/4Q525における幸いの'『〔両］「教会と神学l"#12号(20()6年) #1 1 68頁を
圭考昭
二王戸jMhO
34 J.Dupi)['LL('NB"""ｲ【/(3 (3v()Is; Faris: ()a1)alda, 195873) * 11.Frl']1k-
m6ilE. ~~I)icN1akarismen,..〃Zl5 (]971) 5455; S~Schulz,Q.""S/'"ｲｲﾙ""('//('
(/〔γだ“曙〔j"ぷ/['" (Z(irich:Thc()I(,gischerVerlag, 1972) 76-84 * R. (iuelich、
､*TheMattheanBeatitiudes: ~E'1[rimccRe(lllircmentH､ ()rEschaL()logicalBIcss-
ings?! ..ノBL95 (1976) 415434 ;G.Streck"D〃〃('"''w/"~""( '.Wf(j"'fr/if'・














1 : 1 ; 32[31] : 1-2; 84[83] : 4 13; イザ32: 2() ; シラ14 : 1-2; 25:
8-9；マタ5: 3, 5,6, 7,8,9, 10; ロマ4: 7, 8; 14: 22; Iコリ7: 40;
ヤゴl : 12, 25;黙l : 3; 14: 13; 16: 15; 19: 9; 20 : 6; 22: 7,
14;ディダケー1 .5;バルナバl.2; 10.10; Iクレ4()~4; 48~4),初期キ
リスト教文書には二人称で書かれた例も見られる （マタ5: 12; 16:









Sat() , Qj""/ J'JTM,/Jc//c (WUNT2/29;Tiibi]1gen:M()1'r, 1988) 2:1726'1 ; J.
Kli)ppenb'}1･g! 7ﾙ〔J偶〃ﾉ""抑〃⑰/Q(1'hiladel1)hia: FDrll･ess, 1988) 172 173 ;
U.Luz,""N/"I""銀/""〃〃"〔･ル〃（""職fs (4Bde~ ネ 2.Aun. ;Ncuki1℃he]1VILlyn;
NeukirChenCTVCrlag､ 2()02) 1. 267294,
"I-l. 1)､Be"7W('S(""[ﾉ〃cJ〃〃IF〃D"打/ (Mi]'neal)olisH F(J]･Ir"s, 1995) 93
94 ;D. llCl lh()1m, ##BeatillIdeSandtheirlllocuti()I1aryFunCti()nS,''』j〃〃〃／〃〃(/
〃‘ﾉﾋﾉ(ﾘ．〃ノJLﾉVﾉ(ﾉr//L'《僻〃〃//"B/h/FI"I(/C"""(』 (ed.A.Yarb()C()l l illH;Atlfinta:
ScI'()la'･sPI･ess, 1998) 284-334.
92－
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ており）と敏し、L旅a6Td(もしそれらを行うならば）は，共に三語か








このマカリズムは，巌後の晩餐(13: 1 16: 38)の際に行われたイ
エスと弟子たちの対話の中で語られている。 イエスは食事の途中で席
を立って弟子たちの足を洗う (13: 1 11)。後に，弟子たちに対して，
自分が行った模範としての行為への理解を求め， それに倣って互いに
足を洗い合うように勧める(13: 12 17)。 13: 17のマカリズムは， こ
の勧めの言葉の結びの言葉として語られている。 このマカリズムにお
ける， てα0℃a （これらのこと）やα6T[i (それら） とは， イエスが弟子た
ちの足を洗った行為とその意味のことである (13: 7, 12を参照)36｡
イエスは，告別の説教(13: 31-16: 33)において弟子たちに，新し
い戒めとして互いに愛し合うことを勧めが， その根拠はイエスが彼ら
を愛したことである (13: 34; 15: 12, 17)。互いに愛し合うことの具
体的表現が，互いの足を洗い合うことであると考えられが， この時点
36M. j.Lagrange､E"""/《』 s('/("ノS"/"/ノ鯉〃 (Paris;Gabaldal936) 356;
ThZahn,""EIw"g('"""ノ 〃“/1ルル]"""(KNT4;6Auil;Leipzig; Dei･






17; 15: 26; 16: 13)である聖霊が彼らに下り， それらを再度想起さ
















(1968) 8-25 (=ders.* Sr""/(wど"7H jW"〔]〃、報(""“/， MU],Chen；Kaiser，
1985) ll8 l35;T.Onuki" "Diej{]halmeiIhenAbschiedredenunddieSynOptis-
chETradition, ' ~A/BI3 (1977) 157268;大豊陸｢世の光キリスト」講談社． 1984
年, 181-187頁；同「テキスト効用論的釈義の試みヨハネ15: 18 16: 4aに寄せ
て 」 「福音書研究と文学社会学」岩波書店, 1991年, 1752()9頁を参照。












75.7において, nonestbEatuSquiscitilla, sedqui facit (幸いなの






















がヤコl : 25に見られる。但し，ヤコl : 25本文は, 06てoS"KfipLo"'ノ
rinOL,1"L (I6rOC¥Or(XL (このような者は， その行いにおいて幸いとなる
であろう） となっており， ヨハ13： 7とは大きく異なるので，両者の
間に文献上の依存関係はない。
律法の言葉を聞いて行う主題は既に旧約聖書において採り上げられ
(出24： 31申3() : 8-10;エゼ33: 32),初期ユダヤ教に継承される
(Ⅲマカ2＄ 67：シラ知恵3: 1 ; 15: 15,24; 19: 2021 ; 51 : 28)$U｡特
に,シラ3: lは救いに至るために律法の言葉を聞いて行うことが重嬰







る(2 ： 2224)。ヤコ1 : 25が律法に目を注ぎ，行う者の幸いが宣言す
ることは， 2章で展開する行いによる義の主題と呼応している。
ヤコブ謀が聞いた言葉を忘れることなく心に銘記して実践すること
4() Fril[1kcmi)I le. 337338
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エスによる弟子たちの選びに言及している（ヨハ6: 70; 15: 16, 19)｡
選ばれた弟子たちの中にイスカリオテのユダも含まれると考えられる





来事を， この節の後半は詩編41 [40] : 10の言葉の成就として説明す
る。「聖卉が成就するためである」 （ヨハ17: 12; 19: 24,36),或いは，






詩編41 [4()] : l()の七十人訳本文は， 「そして，希望を桂ﾄけた我の
平和の人，私のパンを食べている人ですら，私に対して踵を大きくし
た(KuiYdp6Mwep⑩汀"ThgEip巾'1EiLDU"'6'/ ii入而Loα6"9i(A)'ﾉ卸roUglloU
印EYfiAUI'Eり前'砿耐てEpl'LUIL61′ )」 となっており， ヨハ13: 18はこの後



















の説教の中で繰り返される (14: 29)。 また，将来の迫害については，





(出3: 14; イザ43: 10)。この表現は， ヨハネによる福音書において，
fY(jfiuLは補語を伴い， 「私は……である」という形で用いられること
が多い（ヨハ10: 7,9, 11, 14; 15: 1,5)。 イエスはこの定式を用いて，
自らを門(10: 7, 9),良い羊飼い(10: 11, 14),真の葡萄の木(15:
1,5)に職えている。補語を伴わない絶対用法は， ヨハ4: 26; 13: 19





















のために遣わし (4: 38; 13: 20; 17: 18; 20: 21),父なる神は御子
イエスを世に遣わした（3： 17； 4： 34； 5： 23，24，30； 6＄ 38，39； 14：
24他）事実を前提にしている。 ヨハネによる福音書において， イエス
が「私を遣わした方（6而印"EPE)｣ (4: 34; 5: 30; 6: 38,39,44; 7:
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を描く前半部分(13: ~1-11)には，従来の研究が強調するようなイエ
スの自己犠牲的死の予表の意味は認められず，弟子たちに対する模範
としての勧告的意味付けを見出す後半部分(13: 12 17)を校訂者によ
る付加とする必要はない。前半部は最後の晩餐と告別の説教に臨む弟
子たちに相応しい備えを与え，後半部は，謙って他者に仕えることの
大切さを身をもって示したイエスの模範を受け入れて，弟子たちがそ
のことを実践することを勧めている。
特に，知行合一の幸いを語るマカリズムは(13: 17),章節の結論を
聴衆に対して印象深く提示して，記憶と実践を助ける効果を持ってい
る。第4福音書においてマカリズムはヨハ20： 29にも出て来ており，
そこでは，復活のキリストが疑うトマスに対して， 「幸いである，見な
いで信じる者は」 と語り，信仰が見て検証することに先行することを
宣言している。二つのマカリズムはイエスに従う弟子の生き方を幸い
の教えという形で簡潔に表現したものであり， ヨハネ共同体に属する
信徒の理想的在り方を実践面と認識面の両方において指し示している
のである。
－1{)1
